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(57)【要約】
【課題】ブリーディング、ブルーミング及び移行汚染が
発生せず、湿度に依存せずに、即効性に優れ、物性の低
下を招かず、優れた制電性が持続し、レベリング性を向
上させた制電性組成物を提供することを主要な目的とす
る。
【解決手段】本発明は、揮発性有機溶剤、重合性化合物
、プレポリマー、樹脂又は粘着性樹脂を含む組成物中に
、フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備
えた塩が分散されてなる制電性組成物に係る。上記フル
オロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩
は、ポリエチレングリコール鎖を必須構成成分とする含
フッ素ポリエーテル系界面活性剤に溶解された状態で分
散されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　揮発性有機溶剤、重合性化合物、プレポリマー、樹脂又は粘着性樹脂を含む組成物中に
、フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩が分散されてなる制電性組
成物において、
　前記フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩は、ポリエチレングリ
コール鎖を必須構成成分とする含フッ素ポリエーテル系界面活性剤に溶解された状態で分
散されていることを特徴とする制電性組成物。
【請求項２】
　前記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、パーフルオロアルケニル基を有する請求項
１に記載の制電性組成物。
【請求項３】
　前記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、パーフルオロアルキル基を有する請求項１
に記載の制電性組成物。
【請求項４】
　前記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、分子内に反応性の末端二重結合を有する、
請求項２又は３に記載の制電性組成物。
【請求項５】
　前記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、ヘキサフルオロプロペントリマー又はその
誘導体と、ヒドロキシ化合物のヒドロキシル基とを反応させてなる、請求項２に記載の制
電性組成物。
【請求項６】
　前記ポリエチレングリコール鎖を構成するオキシエチレン単位の合計数は、３以上５０
以下である請求項１～５のいずれか１項に記載の制電性組成物。
【請求項７】
　前記フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩は、前記含フッ素ポリ
エーテル系界面活性剤１００質量部に対して、０．０１質量部以上５０質量部以下の割合
で、前記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤に溶解されていることを特徴とする請求項１
～６のいずれか１項に記載の制電性組成物。
【請求項８】
　前記揮発性有機溶剤、重合性化合物、プレポリマー、樹脂又は粘着性樹脂１００質量部
に対して、前記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、０．０１質量部以上３０質量部以
下含まれる請求項１～７のいずれか１項に記載の制電性組成物。
【請求項９】
　前記フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンは、ビス（フルオロアルキルスル
ホニル）イミドイオン、トリス（フルオロアルキルスルホニル）メチドイオンおよびフル
オロアルキルスルホン酸イオンからなる群から選ばれた陰イオンである請求項１～８のい
ずれか１項に記載の制電性組成物。
【請求項１０】
　前記フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩は、アルカリ金属、２
Ａ族元素、遷移金属、両性金属のいずれかの陽イオンと、前記フルオロ基およびスルホニ
ル基を有する陰イオンとからなる塩である請求項１～９のいずれか１項に記載の制電性組
成物。
【請求項１１】
　前記フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩が、ビス（フルオロア
ルキルスルホニル）イミドのアルカリ金属塩、トリス（フルオロアルキルスルホニル）メ
チドのアルカリ金属塩およびトリフルオロアルキルスルホン酸のアルカリ金属塩からなる
群から選ばれた塩である請求項１０に記載の制電性組成物。
【請求項１２】
　フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩を、ポリエチレングリコー
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ル鎖を必須構成成分とする含フッ素ポリエーテル系界面活性剤に溶解させた含フッ素ポリ
エーテル系界面活性剤溶液を準備する第１工程と、
　前記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤溶液を、揮発性有機溶剤、重合性化合物、プレ
ポリマー、樹脂又は粘着性樹脂を含む組成物中に分散させる第２工程と、を備えた制電性
組成物の製造方法。
【請求項１３】
　前記第１工程は、フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩を揮発性
有機溶剤に溶解した溶液をまず準備し、この溶液を前記含フッ素ポリエーテル系界面活性
剤と混合することによって前記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤溶液を形成する工程を
含み、
　前記第２工程の後、揮発性有機溶剤の含有量を減らすために、前記組成物を常圧または
減圧下で乾燥させることを特徴とする、請求項１２に記載の制電性組成物の製造方法。
【請求項１４】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の制電性組成物を成形品表面で硬化させた制電性
被覆物。
【請求項１５】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の制電性組成物を含む材料を成形してなる成形品
。
【請求項１６】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の制電性組成物を含む塗料。
【請求項１７】
　請求項１～１１のいずれか１項に記載の制電性組成物を含む粘着剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に帯電防止性に優れた制電性組成物に関するものであり、より特定的に
はレベリング性を向上させた制電性組成物に関する。この発明は、また、そのような制電
性組成物の製造方法に関する。この発明は、さらに、そのような制電性組成物の性質を利
用した成形品およびおよび制電性被覆物に関する。この発明は、さらに、そのような制電
性組成物を含む塗料、制電性被覆物及び粘着剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、樹脂に制電性を付与することが重要になってきており、これを達成するために、
従来より、界面活性剤等の帯電防止剤を樹脂成形品の表面に塗布したり、帯電防止剤を樹
脂中に練り込む方法が知られている。しかしながら、前者の方法では、長時間経過すると
制電性が著しく低下するため、持続性を有する高制電性樹脂として、実用化には供し難い
。一方、後者の方法では、帯電防止剤と樹脂との相溶性が悪く、帯電防止剤が成形品の表
面にブリーディングやブルーミングしてしまい、制電効果が低下するという問題がある。
【０００３】
　また、界面活性剤などの帯電防止剤は、湿度依存性があり、低湿度下では、制電効果が
失活する、あるいは、樹脂を成形した後に、帯電防止効果が発現するまでに最低１～３日
掛かり、遅効性であるという問題がある。
【０００４】
　また、カーボンブラックやカーボンファイバーなどを樹脂に練り込む方法が提案されて
いる。この方法によると、帯電防止性にすぐれ、帯電防止性に持続性がある樹脂組成物が
得られる。しかし、この方法では、透明な成形品が得られなかったり、成形品の色の選択
が制限されるなどの問題がある。
【０００５】
　本発明者らは、上記の課題を解決する方法として、アルカリ金属またはアルカリ土類金
属であるカチオンによって構成される金属塩類を溶解した溶液を、ポリアミド樹脂、ポリ
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エーテルエステルアミド樹脂、脂肪族ポリエステル、ポリ乳酸系樹脂、熱可塑性エラスト
マー及びゴムに添加してなる制電性組成物を提案した（たとえば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】国際公開ＷＯ０１/７９３５４ Ａ１公報（特許請求の範囲）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、この制電性組成物に添加する金属塩類の種類によっては、制電性能が十
分でない場合があり、またレベリング性を向上させるために、塗布量を多くし、膜厚を厚
くしなければならないという課題があった。
【０００８】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、熱安定性に優れ、ブリーディング、
ブルーミングおよび移行汚染が発生せず、湿度に依存せずに、即効性に優れ、物性の低下
を招かず、優れた制電性が持続し、かつレベリング性の優れた制電性組成物を提供するこ
とを目的とする。
【０００９】
　この発明の他の目的は、そのような制電性組成物の製造方法を提供することにある。
【００１０】
　この発明のさらに他の目的は、そのような制電性組成物を用いた成形品、塗料、制電性
被覆物及び粘着剤を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、揮発性有機溶剤、重合性化合物、プレポリマー、樹脂又は粘着性樹脂を含む
組成物中に、フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩が分散されてな
る制電性組成物に係る。そして、前記フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを
備えた塩は、ポリエチレングリコール鎖を必須構成成分とする含フッ素ポリエーテル系界
面活性剤に溶解された状態で分散されていることを特徴とする。
【００１２】
　フッ素原子を含有する含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、優れたレベリング性を有
する。この含フッ素ポリエーテル系界面活性剤に、上記フルオロ基およびスルホニル基を
有する陰イオンを備えた塩が溶解した状態というのは、極性基であるエーテル基がＬｉ+

イオンに配位している状態であり、この状態で組成物中に分散し、制電性に大きく寄与す
る。
【００１３】
　上記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、パーフルオロアルケニル基を有するものが
好ましい。
【００１４】
　また、上記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、パーフルオロアルキル基を有するも
のであってもよい。
【００１５】
　上記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、分子内に反応性の末端二重結合を有してい
てもよい。
【００１６】
　この発明の好ましい実施態様によれば、上記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、ヘ
キサフルオロプロペントリマー又はその誘導体と、ヒドロキシル化合物のヒドロキシル基
とを反応させてなる。
【００１７】
　上記ポリエチレングリコール鎖を構成するオキシエチレン単位の合計数は、３以上５０
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以下であるのが好ましい。
【００１８】
　本明細書で、「分散」とは、上記フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備
えた塩を含む含フッ素ポリエーテル系界面活性剤の溶液が、組成物中に微液滴状になって
散在あるいは溶込んでいる状態をいう。
【００１９】
　また、上記フルオロ基及びスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩は、上記含フッ素
ポリエーテル系界面活性剤に溶解しやすく、濃度を濃くすることができ、これを分散させ
ることにより、フルオロ基及びスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩を、多量にかつ
均一に、上記重合性化合物、プレポリマー、樹脂または粘着性樹脂中に取り込ませること
ができる。
【００２０】
　上記揮発性有機溶媒とは、常温で液体が気化する有機溶媒をいい、メタノール、エタノ
ール、イソプロパノール、１－ブタノール、２－ブタノール、シクロヘキサノールなどの
アルコール類、アセトン、メチルエチルケトン、メチルブチルケトン、メチルイソブチル
ケトン、シクロヘキサノンなどのケトン類、テトラヒドロフラン、エチレングリコールモ
ノエチルエーテル、プロピレングリコールモノエチルエーテルなどのエーテル類、酢酸メ
チル、酢酸エチル、酢酸ブチルなどのエステル類からなる群から選ばれた揮発性有機溶媒
を挙げることができる。揮発性の溶媒を選ぶのは、当該組成物を被塗布物に塗布した後、
乾燥しやすくするためである。揮発性を有するものなら、上記のものに限定されず、いず
れも使用できる。
【００２１】
　上記重合性化合物は、重合する官能基を有する化合物をいい、例えばアクリロイル基、
メタクリロイル基、ビニル基などを有する重合性モノマーが挙げられる。態様としては、
モノマー、オリゴマー、あるいは活性エネルギー線硬化性官能基を分子内に３つ以上有す
るものが挙げられる。
【００２２】
　重合性化合物としては、例えば、単官能性のもの：メチル（メタ）アクリレート、エチ
ル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレー
ト、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、フェノキシエチル（メタ）アクリレート
、２－エトキシエチル（メタ）アクリレート、２－エトキシエトキシエチル（メタ）アク
リレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ
）アクリレート、ポリカプロラクトン変性ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、ジシ
クロペンテニルオキシエチル（メタ）アクリレート、Ｎ－ビニルピロリドン、アクリロイ
ルモルホリン、イソボルニル（メタ）アクリレート、酢酸ビニル、スチレンなど、二官能
性のもの：ネオペンチルグリコールジ（メタ）アクリレート、１，９－ノナンジオールジ
（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブ
タンジオールジ（メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、
トリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、グリコールジ（メタ）アクリレート、
ジプロピレングリコールジ（メタ）アクリレート、プロピレンなど、多官能性のもの：ト
リメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）ア
クリレート、トリメチロールプロパンの３モルプロピレンオキサイド付加物のトリ（メタ
）アクリレート、トリメチルプロパンの６モルエチレンオキサイド付加物のトリ（メタ）
アクリレート、グリセリンプロポキシトリ（メタ）アクリレート、ジペンタンエリスリト
ールヘキサ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールのカプロラクトン付加物のヘ
キサ（メタ）アクリレートなどが挙げられる。
【００２３】
　さらに、活性化エネルギー線硬化性の（メタ）アクリレート系化合物として、（メタ）
アクリル酸２－ビニロキシエチル、（メタ）アクリル酸３－ビニロキシプロピル、（メタ
）アクリル酸１－メチル－２－ビニロキシエチル、（メタ）アクリル酸２－ビニロキシプ
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ロピル、（メタ）アクリル酸４－ビニロキシブチル、（メタ）アクリル酸４－ビニロキシ
シクロヘキシル、（メタ）アクリル酸５－ビニロキシペンチル、（メタ）アクリル酸６－
ビニロキシシクロヘキシル、（メタ）アクリル酸４－ビニロキシメチルシクロヘキシル、
（メタ）アクリル酸ｐ－ビニロキシメチルフェニルメチル、（メタ）アクリル酸２－（ビ
ニロキシエトキシ）エチル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエトキシエトキシ）エ
チル、（メタ）アクリル酸２－（ビニロキシエトキシエトキシエトキシ）エチル等を挙げ
ることができる。
【００２４】
　上記プレポリマー （prepolymer） は、モノマーの重合または縮合反応を適当な所で止
めた中間生成物である。ポリマーとなる前段階にあり、硬化剤などを使用することにより
容易に重合や架橋反応を起こす事ができ、その性質を利用して接着剤の成分などに利用さ
れる。主な種類には、ウレタン樹脂系プレポリマー、シリコン樹脂系プレポリマーがある
。
【００２５】
　上記樹脂は、ポリオレフィン系重合体、ポリスチレン系重合体、ポリアミド系重合体、
塩化ビニル系重合体、ポリアセタール系重合体、ポリエステル系重合体、ポリウレタン系
重合体、ポリカーボネート系重合体、アクリレート／メタクリレート系重合体、ポリアク
リロニトリル系重合体、熱可塑性エラストマー系重合体、不飽和ポリエステル系重合体、
エポキシ系重合体、フェノール系重合体、ジアリール系重合体、メラミン系重合体、液晶
ポリエステル系重合体、フッ素系重合体、ポリスルホン系重合体、ポリフェニレンエーテ
ル系重合体、ポリイミド系重合体及びシリコーン系重合体から選択された１種であればよ
い。この中でも極性基を有するものは特に好ましく用いられる。
【００２６】
　上記粘着性樹脂としては、粘着性を有する（メタ）アクリル系重合体を挙げることがで
きる。炭素数が４～１２のアクリル系モノマーを共重合に供することが好ましい。さらに
好ましくは、ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレートで
ある。
【００２７】
　上記フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩は、上記含フッ素ポリ
エーテル系界面活性剤１００質量部に対して、０．０１質量部以上５０質量部以下の割合
で、上記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤に溶解されているのが好ましい。
【００２８】
　上記揮発性有機溶剤、重合性化合物、プレポリマー、樹脂又は粘着性樹脂１００質量部
に対して、上記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、０．０１質量部以上３０質量部以
下含まれるのが好ましい。
【００２９】
　上記フルオロ基及びスルホニル基を有する陰イオンは、ビス（フルオロアルキルスルホ
ニル）イミドイオン、トリス（フルオロアルキルスルホニル）メチドイオン及びフルオロ
アルキルスルホン酸イオンからなる群から選ばれた陰イオンであるのが好ましい。
【００３０】
　上記フルオロ基及びスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩は、アルカリ金属、２Ａ
族元素、遷移金属、両性金属のいずれかの陽イオンと、上記フルオロ基及びスルホニル基
を有する陰イオンとからなる塩であるのが好ましい。
【００３１】
　上記フルオロ基及びスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩は、特にビス（フルオロ
アルキルスルホニル）イミドのアルカリ金属塩、トリス（フルオロアルキルスルホニル）
メチドのアルカリ金属塩及びトリフルオロアルキルスルホン酸のアルカリ金属塩からなる
群から選ばれた塩であるのが好ましい。
【００３２】
　この発明の他の局面に従う制電性組成物の製造方法は、フルオロ基およびスルホニル基
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を有する陰イオンを備えた塩を、ポリエチレングリコール鎖を必須構成成分とする含フッ
素ポリエーテル系界面活性剤に溶解させた含フッ素ポリエーテル系界面活性剤溶液を準備
する第１工程と、上記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤溶液を、揮発性有機溶剤、重合
性化合物、プレポリマー、樹脂又は粘着性樹脂を含む組成物中に分散させる第２工程と、
を備える。
【００３３】
　この方法によると、ブリーディング、ブルーミング及び移行汚染が発生せず、湿度に依
存せずに、即効性に優れ、物性の低下を招かず、かつ優れた制電性が持続する制電性組成
物が得られた。
【００３４】
　この方法の好ましい実施態様によれば、上記第１工程は、フルオロ基およびスルホニル
基を有する陰イオンを備えた塩を揮発性有機溶剤に溶解した溶液をまず準備し、この溶液
を上記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤と混合することによって上記含フッ素ポリエー
テル系界面活性剤溶液を形成する工程を含み、上記第２工程の後、揮発性有機溶剤の含有
量を減らすために、上記組成物を常圧または減圧下で乾燥させる。
【００３５】
　本発明に係る、揮発性有機溶剤中に、フルオロ基およびスルホニル基を有する陰イオン
を備えた塩が分散されてなる制電性組成物において、上記フルオロ基およびスルホニル基
を有する陰イオンを備えた塩は、パーフルオロアルケニル基に親水基であるポリエチレン
グリコール鎖が付加されてなる含フッ素ポリエーテル系界面活性剤に溶解された状態で分
散されていることを特徴とする制電性組成物は、ＵＶ硬化型塗布液に微量添加することに
より優れたレベリング性を有する硬化被膜を与える。さらに、この硬化被膜は均一な表面
抵抗率を示す。電気・電子材料に用いられる耐熱フィルム（例えば２軸延伸ポリエチレン
２，６－ナフトレート，ＰＥＮ）の上に塗布することによって、帯電防止を効率よく図る
ことができる。
【００３６】
　本発明は、また上記制電性組成物を含む材料を成形してなる種々の成形品に係る。また
、本発明の制電性組成物を用いて、フィルム、塗料、液晶パネル用カラーレジスト組成物
等を得ることができる。また、本発明の制電性組成物を成形表面で硬化させて、制電性の
被覆物とすることもできる。上記成形品は、液晶パネルのカラーフィルタを含むものとす
る。
【００３７】
　また、本発明の制電性粘着剤は、各種ディスプレイ、偏光板等の光学部材、貼り合わせ
用の接着剤や表面保護粘着フィルム用の粘着剤として、好適な透明性にすぐれ、着色もほ
とんどなく、再剥離性にすぐれ、剥離時の剥離帯電が少ない帯電防止粘着剤を提供する。
【発明の効果】
【００３８】
　本発明では、フルオロ基及びスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩が、上記含フッ
素ポリエーテル系界面活性剤とともに、揮発性有機溶剤、重合性化合物、プレポリマー、
樹脂又は粘着性樹脂を含む組成物中に、均一に親和しているので、優れたレベリング性を
与えながら、かつ制電性を大きく発現する。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の作用機構を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　制電性が持続し、かつレベリング性の優れた制電性組成物を得るという目的を、フルオ
ロ基およびスルホニル基を有する陰イオンを備えた塩を、ポリエチレングリコール鎖を必
須構成成分とする含フッ素ポリエーテル系界面活性剤（ノニオン系界面活性剤）に溶解さ
せた状態で、揮発性有機溶剤、重合性化合物、プレポリマー、樹脂又は粘着性樹脂を含む
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【００４１】
　本願発明で用いられる含フッ素ポリエーテル系界面活性剤として、フタージェント（登
録商標、株式会社ネオス製）を挙げることができる。該フタージェントは化１に示す反応
例のように、ヘキサフルオロプロペントリマー（ＨＦＰトリマー）又はその誘導体と、ポ
リエチレングリコール鎖を必須構成成分とするヒドロキシル化合物のヒドロキシル基とを
反応させて得られる、分子内に二重結合を有し、かつ複雑に分岐したパーフルオロノネニ
ル基（Ｒｆ基）を備える（以下本件界面活性剤という）。ヒドロキシル基とヘキサフルオ
ロプロペントリマー又はその誘導体との反応は、異性体である２種のパーフルオロノネニ
ルエーテル構造を与える（例えば特開昭５２－４１１８２号公報、特開２００７－８４５
７３号公報、特開２００６－３４２０８７号公報参照）。この複雑な構造により、パーフ
ルオロアルキル基を有する界面活性剤に比べ、特異的な物性を示す。
【化１】

【００４２】
　本件界面活性剤は、炭化水素系界面活性剤、シリコーン系界面活性剤に比べて優れたレ
ベリング性を有する。本件界面活性剤は、少量添加で効果を示す。表面への配向スピード
が速く、液の濡れ広がりが速い。有機溶剤中でも効果を発揮する。炭化水素系界面活性剤
やシリコーン系界面活性剤に比べ、１／１０～１／２０の量で効果を示す。最終製品に対
する影響が少ない等優れた特性を有する。
【００４３】
　オキシエチレン単位の数が３以上であると、図１に示すように、リチウムイオンが、エ
ーテル酸素に取り囲まれて、４配位のキレートを形成し、ポリエーテル鎖の分子運動によ
りリチウムイオンが隣のエーテル酸素に次々と移って移動し、帯電防止性を強く発現する
。
【００４４】
　また、ポリエチレングリコール鎖を構成するオキシエチレン単位の合計数は、５０以下
であるのが好ましい。オキシエチレン単位の数が５０を超えると、液状の性質が薄れ、ワ
ックス状になり、取り扱いが困難となるからである。
【００４５】
　ポリエチレングリコール鎖を必須構成成分とする、分子内に反応性の末端二重結合を有
する、ヒドロキシ化合物のヒドロキシル基にヘキサフルオロプロペントリマーを反応させ
て得られる含フッ素ポリエーテル系界面活性剤は、特開２０１１－５７５８９号公報に記
載の方法によって、次式に示すように、（メタ）アクリル酸とポリエチレングリコール等
を反応させて得られる、末端ヒドロキシル基を含有するポリエチレングリコール（メタ）
アクリルレートとヘキサフルオロプロペントリマーを反応させて得られた。ＵＶ反応型と
なり、フッ素部分がコート剤の表面塗膜に強く固定される。
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【化２】

【００４６】
　また、上記含フッ素ポリエーテル系界面活性剤として、パーフルオロアルキル基を有す
るノニオン系界面活性剤も使用できる。このような例として、メガファック（登録商標）
Ｆ－４４４（パーフルオロアルキルエチレンオキシド付加物、ＤＩＣ社製）が挙げられる
。メガファック（登録商標）Ｆ－５５７（含フッ素基・親水性基・親油性基含有オリゴマ
ー、ＤＩＣ社製）も使用できる。これらのＵＶ反応型、例えばメガファック（登録商標）
ＲＳ－７５、ＲＳ－７２－Ｋも好ましく使用できる。
【００４７】
　以下、実施例に基づいて、本発明の内容を具体的に説明するが、本発明は実施例により
何ら限定されるものではない。なお、各実施例中の部は、質量部を意昧する。また、リチ
ウムイミド、リチウムメチドおよびリチウムトリフレートは、それぞれ、リチウムビス（
トリフルオロスルホニル）イミド、リチウムトリス（トリフルオロメタンスルホニル）メ
チドリチウムおよびトリフルオロメタンスルホン酸リチウムを意昧する。
【実施例１】
【００４８】
　サンコノールＭＥＫ－５０Ｒ（メチルエチルケトンにリチウムイミド５０質量％溶解品
、三光化学工業社製）９５部に、含フッ素ポリエーテル系界面活性剤（フタージェントＧ
、エチレンオキサイド基４０モル％付加物、ネオス社製）５部を添加、溶解した溶液を準
備する。この溶液１０部を、ウレタンアクリレート（ＮＫポリマーＵＡ－９１２５，新中
村化学工業社製）８７部とペンタエリスルトールトリアクリレート（ライトアクリレート
ＰＥ－３Ａ、共栄化学社製）３部を含む重合性化合物に添加し、混合物を調製した。次い
で、この混合物に光重合開始剤として、イルガキュアー９０７（チバ・ジャパン社製）３
部を添加し液状組成物を得た。この液状組成物を２軸延伸ポリエチレン２，６－ナフトレ
ート（ＰＥＮ）フィルム（テオネックスＱ６５、１００μｍ、帝人デュポンフィルム社製
）上に、バーコーターを用いて、乾燥後の膜厚が３μｍになるように塗布した。ついで、
乾燥（１００℃、３分）後、水銀ランプを用いて、積算光量４００ｍＪ／ｃｍ２（照射時
間、１５秒）で紫外線を照射し、硬化被膜（厚さ３μｍ）の透明なＰＥＮフィルムを得た
。この硬化被覆ＰＥＮフィルムを膜厚計（デフェルスコ社製）で膜厚を計測した結果、３
０００±１５ｎｍで、レベリング性が良好であった。この硬化被覆ＰＥＮフィルムの表面
抵抗率は１．３×１０１０（１．３×Ｅ＋１０と略す、以下同じ）Ω／ｓｑであった。
【実施例２】
【００４９】
　サンコノールＡ６００－５０Ｒ（ポリエチレングリコール＃６００ジアクリレートにリ
チウムイミド５０質量％溶解品、三光化学工業社製）９０部に対し、含フッ素ポリエーテ
ル系界面活性剤（フタージェントＧ、エチレンオキサイド基１８モル％付加物、ネオス社
製）１０部を添加、溶解した重合性化合物を準備する。この重合性化合物１０部を、ウレ
タンアクリレートプレポリマー（ＮＫオリゴマーＵＡ－５３Ｈ、新中村化学工業社製）８
５部に添加、溶解し、さらに、光重合開始剤Ｌｕｎａ１００（日本シイベルヘグナー社製
）５部を溶解したプレポリマーの液状組成物を得た。この液状組成物を、ベースフィルム
（ＰＥＴ製、厚さ２５０μｍ）の上に設置したプリズム・アクリル系樹脂（ピッチ５０．
０μｍ、頂角８８°）の表面に塗布した後、高圧水銀灯を用いて、空気中で紫外線を照射
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した。硬化被膜３μｍの均一な厚さを有する硬度２Ｈの透明なプリズム板を得た。このプ
リズム板の表面抵抗率は、１×Ｅ＋１０Ω／ｓｑであった。温度８０℃の条件下に１時間
放置した後、表面抵抗率を測定した結果、２×Ｅ＋１０Ω／ｓｑであった。
【実施例３】
【００５０】
　ポリエチレングリコール＃６００ジアクリレートにリチウムトリフレート３０質量％溶
解したサンコノールＡ６００－３０Ｔ（三光化学工業社製）９５部に、含フッ素ポリエー
テル系界面活性剤（メガファックＲＳ－７５、有効成分４０％、ＤＩＣ社製）５部を添加
、溶解した溶液を準備する。この溶液１０部をウレタンアクリレートプレポリマー（ＮＫ
ポリマーＵＫ－５３Ｈ，新中村化学工業社製）９０部に混合し、ついで、ベンゾフェノン
とメチルフェニルグリオキシレートとを、それぞれ４部添加し、液状組成物を得た。この
液状組成物をポリカーボネート樹脂の射出成形板（５０ｍｍ×５０ｍｍ×３ｍｍ）にスプ
レー塗工により塗布した後、熱風乾燥機（６０℃）で３分間乾燥した。この成形板に、高
圧水銀灯を用いて積算光量３．５ｋＪ／ｍ２で、空気中で紫外線を照射した。硬化被膜３
μｍの厚さを有するポリカーボネート樹脂板を得た。この樹脂板の表面抵抗率は、２×Ｅ
＋１０Ω／ｓｑであった。この樹脂板の表面にマジック（マッキー極細、ＺＥＢＲＡ社製
）を付着させてから、ベンコットン（旭化成社製）で拭き取った結果、簡単にマジックが
拭き取れた。また、樹脂板表面に指紋を付着させてから、それをベンコットンで拭き取っ
た結果、簡単に指紋が拭き取れた。
【実施例４】
【００５１】
　エポキシアクリレート５部、トリメチロールプロパントリアクリレート２５部、ネオペ
ンチルグリコールジアクリレート２０部、ポリエチレングリコール＃６００メタクリレー
ト３５部の混合物にリチウムメチド５部および含フッ素ポリエーテル系界面活性剤（フタ
ージェントＧ、エチレンオキサイド基８モル％付加物、ネオス社製）１０部を溶解した後
、さらに、２－メチル－２－ヒドロキシプロピルフエノン４部を添加したものを、ディス
ク基板上にスピナー塗工によって塗布した後、紫外線硬化させて、制電性塗料樹脂被覆体
を得た。この被覆体に８ｋＶの印加電圧のとき、帯電圧の減衰を測定した。帯電圧４００
Ｖで半減期は、０．３秒以下であった。
【実施例５】
【００５２】
　アクリル系共重合体（ｎ－ブチルアクリレート／エチルアクリレート／ヒドロキシエチ
ルメタクリレート＝８８：１０：２質量％）１００部、イソシアネート系トリメチロール
プロパンのトリレンジイソシアネート付加物０．６部、テトラエチレングリコールジベン
ゾネート７部、ポリエチレングリコールジ－２－エチルヘキソネート０．１部およびメチ
ドリチウム１部と含フッ素ポリエーテル系界面活性剤（フタージェントＧ，エチレンオキ
サイド基４０モル％含有物、ネオス社製）０．２部をメチルエチルケトンに希釈した均一
混合物を剥離紙に塗布、乾燥し、厚さ２０μｍの均一な粘着層を作成した。この粘着層を
１８５μｍの膜厚のヨード系偏光板に粘着加工した。作成した粘着シートの剥離帯電圧（
剥離角度１５０°、剥離速度１０ｍ／ｍｉｎ、春日電機社製ＫＳＤ－０１０３使用）を測
定した結果、０．０ＫＶであった。１８０°剥離粘着力は、２．５Ｎ／２５ｍｍであった
。
【実施例６】
【００５３】
　実施例１において、フタージェントＧのエチレンオキサイド基の末端にアクリロイル基
を有する含フッ素ポリエーテル系界面活性剤（ＡＣ）１０部を添加したこと以外は、実施
例１と同様にして、硬化被膜（厚さ３μｍ）の透明なＰＥＮフィルムを得た。このフィル
ムの表面抵抗率は、３×Ｅ＋９Ω／ｓｑであった。温度８０℃の条件下に２時間放置した
後、表面抵抗率を測定した結果、４×Ｅ＋９Ω／ｓｑであった。なお、該含フッ素ポリエ
ーテル系界面活性剤（ＡＣ）は、特開２０１１－５７５８９号の方法に準じて合成した。
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【実施例７】
【００５４】
　リチウムイミドを９８質量部を溶解した有機溶媒（イソプロパノール：酢酸エチル＝３
：１）１質量部と、ポリエチレングリコールジアクリレート（オキシエチレン単位１４）
９９質量部と、含フッ素ポリエーテル系界面活性剤（メガファック（登録商標）Ｆ－４４
４，ＤＩＣ社製）０．２質量部を混合し、次いで、ベンゾフェノンとメチルフェニルグリ
オキシレートとをそれぞれ４質量部を添加した液状組成物を得た。この液状組成物をポリ
カーボネート樹脂の射出成形板（５０ｍｍ×５０ｍｍ×３ｍｍ）にスプレー塗工により塗
布した後、熱風乾燥機（６０℃）で３分間乾燥した。この成形板に、高圧水銀灯を用いて
積算光量１５００ｍＪ／ｃｍ２（照射時間１０秒）で、空気中で紫外線を照射した。硬化
被膜３μｍの厚さを有する透明なポリカーボネート樹脂板を得た。この樹脂板の表面抵抗
率は、２．１×Ｅ＋１０Ω／ｓｑであった。この樹脂板を湿度７０％、温度８０℃の条件
下に１時間放置した後、表面抵抗率を測定した結果、３．０×Ｅ＋１０Ω／ｓｑであった
。
【００５５】
　なお、上記実施例では、ポリエチレングリコール鎖を必須構成成分とする含フッ素ポリ
エーテル系界面活性剤を例示したが、この発明はこれに限られるものでなく、ポリエチレ
ングリコール鎖とポリプロピレングリコール鎖を含むヒドロキシル化合物と、ＨＦＰトリ
マーを反応させて得られる含フッ素ポリエーテル系界面活性剤を用いてもよい。
【００５６】
　今回開示された実施例はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられる
べきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、特
許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　本発明によれば、熱安定性に優れ、ブリーディング、ブルーミングおよび移行汚染が発
生せず、湿度に依存せずに、即効性に優れ、物性の低下を招かず、優れた制電性が持続し
、かつレベリング性の向上した制電性組成物が得られる。
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